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★特定健診受診は自分の健康を守る!!
近年注目されている生活習慣病（糖尿病など）はほとんど自覚症状のないまま進行・発症しま

す。

これらの病気は血管を傷め、動脈硬化を引き起こし、脳血管疾患（脳梗塞や脳出血）・心不全

（狭心症・心筋梗塞）・腎不全を引き起こし、最悪の場合は生命を脅かすことになります。高森町

でも、脳血管疾患や心不全は平成18年以降毎年死亡原因上位5位に入っています。

しかし、早い段階で発見できれば、生活習慣病を予防・改善していくことが可能であり、脳血

管疾患や心不全の予防にも繋がります。

特定健診では、生活習慣病を引き起こす危険因子を検査するため、早期発見・早期予防に非常

に有効です。

★受診率目標値を達成し、保険税の増額を防ぐ!!
特定健診は、国から受診率65％という目標値が挙げられています。この目標が達成できてい

ない場合、後期高齢者医療を支えるための支援金（保険者の負担）が増額される可能性がありま

す（およそ最大1,260万円の負担の増加）その結果、保険料が増額する可能性があります。

高森町の平成23年度の特定健診の受診率は40.6％です。

平成20年より新たな健診制度である【特定健康診査（特定健
診）】が始まりました。
【特定健康診査（特定健診）】では40歳から74歳までの医療
保険に加入しているすべての人を対象にメタボリックシンド
ロームに着目した健診の実施が義務付けられています。

特定健診は40歳～74歳までの医療保険に加入しているすべての人を対象に実施されますが、

加入している医療保険の種類で健診の受け方が変わります。

また、高森町では20歳～39歳の方や75歳以上の方も特定健診とほぼ同じ基本健診も受けるこ

とができます。

その他各種がん検診も受診ができます。がんは高森町でも平成22年から２年連続して死亡原因

の第１位となっています。しかし、早期発見・早期治療により高い確率で治るようになっています。

この機会に自分の受けることのできる健診を確認し、受診してください。
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料 金対象者健診種別

1,500円20～39歳の方基本健康診査

1,500円40～74歳の方特定健康診査

800円75歳以上の方後期高齢者健康診査

500円40歳以上の方肺がん・結核検診

1,100円40歳以上の方腹部超音波検診

1,400円40歳以上の方胃がん検診

500円40歳以上の方大腸がん検診（便潜血）

800円40歳以上の女性乳がん検診（超音波検診）

1,500円40歳以上の女性乳がん検診（マンモグラフィ検診）

1,200円20歳以上の女性子宮がん検診

500円20歳以上の女性骨粗鬆症検診

1,600円希望される男性前立腺がん検査

※対象年齢は平成25年3月31日時点の年齢です。

健診内容一覧表

基本健診：血液検査・尿検査など

20～39歳 罪 座財

40～74歳 罪 座財

75歳以上 罪 座財

基本健診（1,500円）
20歳から39歳の方で事業所健診等で受診できない方は、

高森町の住民健診で受診できます。

特定健診（国民健康保険加入者）（1,500円）
国民健康保険加入者は高森町の住民健診を受ける必要があります。現

在通院・治療中の方も必ず高森町住民健診を受診してください。

特定健診（国民健康保険以外の健康保険加入者）
国民健康保険以外の保険加入者（社会保険加入者）は各医療保険者が

指定する健診機関で受診となります。

ただし、指定医療機関に熊本県厚生農業共同組合連合会（JA厚生連）

がある場合、保険証と各医療保険者が発行する受診券を持参すれば高

森町の住民健診会場でも受診できます。

後期高齢者の健康診査（800円）
病院等で健診を受けていない方は、高森町の住民健診で受診できます。

罪 座財
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（注意事項）
① 健康診査、胃がん検診、腹部超音波検診を受診される方は、朝食抜きでお越しください。
② 日程表で指定された場所以外の会場でも、健診を受診することができます。
③ 40歳～74歳までの国民健康保険加入者は、特定健診（健康診査）の受診が義務付けられてい
ます。
通院中・治療中の方も特定健診（健康診査）を受け、自分の健康状態をチェックしましょう。

④ 健康診査を受けられる方は、保険証・受診券を必ずご持参ください。

住 民 健 診 カ レ ン ダ ー

土金木水火月日

21201918171615
津留１・２

尾下１・２

（8：00～
9：30）

河原１中芹口草部

（8：00～
9：00）

（8：00～
9：00）

（8：00～
9：00）

（8：00～
9：00）

（8：00～
9：00）

野尻１・２河原２矢津田永野原菅山・下切

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

高森町朋遊館尾下体育館河原生涯学習
センター高森自然学校草部生涯学習センター

28272625242322
上在昭和旭通村山中園小倉原・戸狩洗川・大村

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

（7：30～
9：00）

森・冬野・津留天神・上町横町下町西丁山鳥・井上中原・前原

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

（9：00～
10：00）

高 森 中 学 校色見総合センター上色見総合
センター

7月

■お問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ℡６２−１１１１（内線１２３・１２４）
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高SPOからの
お知らせ

高ＳＰＯ体験教室が下記の日程で開催されます。
会員の方だけでなく、多くの方の参加をお待ちしています。

○日 時 平成24年７月29日（日曜日）８時45分開会

○場 所 高森町民体育館

○参加料 会員の方………無料 会員でない方………300円（中学生以下100円）

（当日は会員証をお持ち下さい。当日の高ＳＰＯ加入もできます）

イベント内容
●ノルディックウォーキング教室・ウォーキング教室
休暇村南阿蘇遊歩道での散策を行います。

●太極拳教室・３Ｂ体操教室・健康ストレッチ教室
町民体育館内を利用し、各種教室の体験が出来ます。

・また、当日は空手教室の生徒たちによる空手の演舞が行われます。

・ウォーキング教室については、雨天時町民体育館での開催となります。

☆ イベント開催情報 ☆

高ＳＰＯでは、７月より新教室を発足させます。
新しい教室の名前は「スポーツバイキング」
内容は、毎回異なる種目のスポーツを行う教室です。

（例：ミニバレー・ショートテニス・ドッチビー・サッカー野球・フィットネス・卓球等々）

18歳以上の男女・日頃運動不足の方々が対象となります。

スポーツ初心者の方でも気軽に楽しめる教室にしたいと考えています。

開催日時は下記のとおりです。

○日 時 毎週火曜日午後７時から

○場 所 高森中央小学校体育館

○料 金 ７月中は無料となっています。（８月以降は高ＳＰＯの会員登録が必要です。）

※イベント・教室の詳細については事務局までお問い合わせください。

☆ 新教室開設 ☆

■お問い合わせ先 高ＳＰＯ事務局 TEL62−2991
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「観光立町推進基本計画策
定委員会および検討作業
部会」が開催されました

■お問い合わせ先 政策推進課政策企画係 ℡６２−１１１１（内線２２０・２２１）

町の重要な財産である自然や歴史、文化、人々の

暮らしなどの誇るべき地域資源を見つめ直し、産業

としての観光事業振興策の具体的な実現の方向性を

示す「観光立町基本計画」策定に向けた第１回本委

員会と検討作業部会が、６月５日の午前と午後にそ

れぞれ開催されました。

会には３名の公募者を含む様々な分野の専門家を

町内外から招き、今回の取組みの重要性や今後の方

針など「高森町ならではの観光の潜在能力と今後の

方向性」について熱い議論が交わされました。

平成24年「春の叙勲」受章者が発表されました。公務や公共的な業務に長年従事して功
労があった方に授与される瑞宝章を、町内からお２人の方が受章されました。5月30日に
勲章が伝達され、午後から宮中において、ご夫人とともに天皇陛下に拝謁いたしました。心
からお慶び申し上げます。

平成24年「春の叙勲」受章者

瑞宝双光章
岩下 昭伯さん（高森・昭和）
いわ した しょうはく

瑞宝双光章
草村 伸夫さん（津留・栃原）
くさ むら のぶ お
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大きく変わる点は以下の２点です、詳細は下記をご覧ください。

平成24年７月９日から外国人登録制度は廃止され、外国人住民についても日本人と同
様に住民基本台帳の適用対象になります。それに伴い外国人登録証明書が廃止され、外国
人登録証明書は後述の在留カード・特別永住者証明書に段階的に切り替えられます。
また、転出時に住民基本台帳カードを交付した市区町村長への返納義務が廃止になり、

転入先の市区町村長に対し住民基本台帳カードの継続利用を申請する事で引き続き住民基
本台帳カードを使用できるようになります。（日本人の方は施行日の平成24年７月９日か
ら引き続き利用できるようになります。外国人の方は平成25年７月８日から住民基本台
帳カードの取得が可能になります。）

○外国人の方が市外への転出の場合には転出届が必要になります。
平成24年７月９日から外国人の方についても他市区町村へ転出する場合には転出届が

必要になります。転出届は本人又は世帯主が転出予定日の概ね30日前から転出後14日
以内に届け出てください。
他市区町村から転入する場合には、前住居地の市区町村役場で転出届をすることにより

交付される転出証明書の提出が必要になります。転入届は本人又は世帯主が実際に住み始
めた日から14日以内に届け出てください。また、転出・転入・転居の手続きの際は必ず
転出・転入・転居する人全員の在留カード又は特別永住者証明書を持参してください。

○外国人の方に対しても法令に基づき第三者による住民票の請求が可能になります。
第三者による住民票の請求をするには、申請時に住民基本台帳法第12条の３第１項第

１号、２号及び第３号に該当する具体的な請求理由を記載し、請求理由の根拠となる書類
の提示が必要となります。

■外国人住民の方に住民票が作成されます。
■他の市区町村に住所を移した場合にも引き続き住民基本
台帳カードが利用できるようになります。

法改正の概要

■お問い合わせ先 住民福祉課住民係 ℡６２−１１１１（内線１３４・１３５）
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ま
は
、
色
見
の
地
名
に

も
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

色
見
熊
野
座
神
社
一
帯
を
歩
い
て
み
る
と
、

じ
つ
に
多
く
の
神
々
に
出
会
い
ま
す
。
き
っ

と
慕
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
の
思
い
と
、
災
害

に
立
ち
向
か
っ
た
先
人
の
姿
が
、
彷
彿
と
わ

き
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

▲色見熊野座神社
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17年間10次にわたる伊能忠敬測量隊の
測量の道筋と距離並びに関連事項

郷土史研究会会員

二子石 三喜男
（草部出身 熊本市在住）

第７次測量 1809年（文化６）中仙道、山陽道、南九州の海岸線など
を測量。この時肥後では天草、芦北、人吉、八代、荒尾、
山鹿、熊本、大津、阿蘇の順に測量を進め、さらに竹田
から府中（大分）へと九州横断の測量を行う。
（測量距離 7,405㎞）（測量隊員18名 期間631日間）

第８次測量 1811年（文化８）11月25日江戸深川黒江町の忠敬宅を出
立。２回目の九州測量と中国、近畿、中部の内陸部の測
量を行い3年半後の1814年（文化11）５月23日深川の自宅
へ帰着。
（測量距離 13,083㎞）（測量隊員19名 期間913日間）
10次にわたる全測量行程の中で高森を通過したこの時
の測量が距離も期間も最長であった。
文化９年６月21日のこの測量から2012年（平成24）
７月29日が丁度200年目にあたります。

隊員 伊能 忠敬（測量隊隊長）この時68歳
坂部貞兵衛（副隊長）途中五島福江島で病気で死去
尾形 慶助 後に幕臣渡辺家に養子に入る
箱田 良助 17歳で忠敬に入門、後に榎本家に婿入りし

て榎本武揚の父となる
保木 永誉 忠敬の弟子この九州２回目の測量に参加
永井 充房 忠敬の弟子
今泉 直利 幕府役人で至時の息子景保の手付下役
門谷清次郎 幕府役人で忠敬の弟子。後に天文方役人
加藤嘉平治 忠敬供侍

ともさむらい

宮野 善蔵 この第８次測量に参加
久保木佐右衛門 長持宰領
久保木佐治右衛門（佐助）第６次につづいて棹取り
大山 甚七 棹取り
笠原三之助 坂部副隊長供侍
清兵衛、清助、友吉、新八、弥兵衛の５名は従者

※ この時測量隊は10名の本隊と９名の支隊に別れ、高森方面
を忠敬本隊が、椎葉方面を坂部支隊がそれぞれ測量

第９次測量 1815年（文化12）４月から翌年の1816年（文化13）４月
まで伊豆半島と江戸の西部、北部などを測量。長い距離
を船で渡る島々の測量には高齢の忠敬は不参加。
（測量距離 1,433㎞）（測量隊員11名 期間340日間）

第10次測量 江戸府内を一次と二次に分けて測量。
1815年（文化12）２月中、第９次の前に諸街道の始発点
間を測量。
（測量隊員13名位 期間17日間）
1816年（文化13）８～10月二次測量。
伊豆諸島から始めた測量を10月23日の江戸市中の測量で
終え、17年間10次にわたって行ってきた日本列島の測量
を終えた。
（測量距離 不明）（測量隊員20名位 期間74日間）

第３回

前月号のつづき

次号につづく

馬場後藤利兵衛宅に忠敬が宿泊し
たことを示す標木

測量日記に長尾坂と記されている現在の国道
325号高森峠トンネル付近

川走川に架設されていた橋の中央部分はこの
石に４本の橋脚を立てて支えていたのではと
想像される４つの穴が掘られている

測量隊員が宿泊した永秀寺の鐘楼門
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▼写真左から、岡本和雄さん、本田千加子さん

自衛官募集協力者として永年にわたり積極的に活動
された功績に対し、自衛隊父兄会阿蘇地区協議会から
町内の２名の方が表彰を受けられました。
岡本和雄さん（大字芹口）は、平成10年４月から、
本田千加子さん（大字矢津田）は、平成16年４月から
「自衛隊父兄会高森支部」に入会し、高森町の自衛官
募集等に多大な貢献をされました。おめでとうござい
ます。

自衛隊父兄会
阿蘇地区協議会表彰

毎年恒例の七夕まつりでつり下げられる「七夕飾り」
の骨組みを作る作業が今年も行われました。作業をさ
れたのは六笑会（代表・橋本重幸さん）６名。竹切り
から組み立てまですべて手作業で行われています。骨
組みは、７月５日～８日に開催される高森湧水トンネ
ルの七夕飾りに使用されます。トンネル内の七夕飾り
は８月末日まで飾られます。

高森湧水トンネル公園「七夕まつり」
骨組み作りで町おこし

▲毎年、七夕飾りの骨組みを作っていただく六笑会のみなさん

▼児童たちは「がんばるぞー」とかけ声をあげ、一粒一粒ていねいに植えていました

６月14日、４Ｈクラブの協力のもと、高森中央小学校３年生41名と鹿本農業高校の生徒７名と一緒に耕作放
棄地を活用した農業体験を行いました。これは子どもの食育と結び付け、耕作放棄地解消を目指す狙いで行われ
たものです。今後は大豆の作付けをし、収穫のあと豆腐や納豆作りを計画しています。子どもたちは「大変だっ
たけど楽しかった」と話していました。

高森中央小学校３年生
耕作放棄地を活用して大豆作り
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▼団体戦で３位、個人戦では高倉静也さんが優勝しました

６月２日、第９回熊本県障がい者グラウンドゴルフ
大会が芦北町で開催され、当日は500名を越える選
手・役員の参加がありました。高森町チームは、団体
戦で３位に入賞、個人戦で高倉静也さんが見事優勝し
ました。10月19日には、熊本県民総合運動公園で開
催される「第６回九州身体障がい者グラウンドゴルフ
大会」へ熊本県代表として出場します。チーム一丸と
なって優勝を目指したいと思いますので、町民の皆様
のご声援をお願いします。

熊本県障がい者グラウンドゴルフ大会
高森町チーム個人戦優勝、団体戦３位

５月30日、高森東保育園の園児たちが「さくらんぼ
狩り」を楽しみました。これは、奥あそフルーツガー
デンを営む林高造さん（野尻・川上）の「地元の方に
何か恩返しをしたい」というご厚意により実現したも
のです。園児たちは「さくらんぼのちぎり方」を教わ
り、上手に赤く熟した実をちぎっていました。さくら
んぼを食べた児童は「甘くておいしい」など大喜びの
様子でした。奥あそフルーツガーデンでは、「石窯パン
作り体験」も行っています。

高森東保育園
さくらんぼ狩りを体験

▲園児たちは「初めてちぎってうれしい」と話していました

▼子どもたちは白バイのシートに座り大喜びしていました

６月６日、高森東小学校で「交通安全教室」が開催
されました。高森警察署からパトカー２台・白バイ２
台が来て交通指導を行いました。これは、交通安全の
意識を高めてもらおうと同署が企画したものです。そ
の後、隣接する保育園の幼児も参加してパトカー、白
バイの乗車体験が行われ、子どもたちは貴重な体験に
歓声を上げて喜んでいました。

高森東小学校
白バイ隊員が交通安全教室

毎年恒例の「阿蘇カルデラスーパーマラソン大会」
が６月２日に開催されました。全国各地から1,418名
のランナーが参加し、50㎞ の部、100㎞ の部でそれ
ぞれ健脚を競いました。所により小雨の降る肌寒い天
候の中、高低差500ｍにも及ぶ難コースに挑戦し、
1,158名が見事走破しました。本町でも交通指導員や
スポーツ推進委員、沿道の方々などが大会運営に協力
していただきました。ありがとうございました。

阿蘇カルデラスーパーマラソン大会
たくさんの応援を背に選手激走

▲沿道の観客の声援を受け選手たちは健脚を競いました
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▼高森中央小学校５年生の合唱のようす

６月24日、阿蘇の野の花にささげる音楽祭「はなし
のぶコンサート」が開催されました。当日はあいにく
の雨でしたが、町民体育館には、ハナシノブが飾られ、
尚絅中学・高校ギターマンドリン部が「丘を越えて」、
組曲「はなしのぶ」などを演奏。高森中央小学校５年
生も「野に咲く花のように」などを合唱しました。訪
れた人たちは美しいマンドリンの音色に聴き入ってい
ました。

阿蘇の野の花にささげる音楽祭
うつくしい音色に癒される

６月16日から24日にかけて、観光交流センターで
「記録と記憶をたどる『根子岳』写真展」が開催され
ました。これは、後藤秀徳さん（高森・旭通）が休暇
村退職の節目に、いままでフィルムに撮りためてきた、
多彩な表情をみせる根子岳を見てほしいと開催された
ものです。写真展は、通勤途中や休日などに撮った写
真1000点以上の中から約40点を展示。訪れた人はさ
まざまな表情の根子岳に見入っていました。

記録と記憶をたどる「根子岳」写真展
後藤さんによる35年間の根子岳の記録

▲35年にわたり根子岳の写真を撮りつづけてきた後藤さん

▼写真左から牛乳を持ってきた宇藤貴夫さんと草村町長

６月13日、ビーユーファーム（代表・宇藤文三さん）
が町へ牛乳を贈りました。これは６月17日の父の日
にあわせて、全国酪農青年女性会議が牛乳消費拡大
キャンペーンの一環として全国で行っているものです。
牛乳を持って来た宇藤貴夫さんは「たくさんの人に牛
乳を飲んでもらい、牛乳を好きになってほしい」と話
していました。

牛乳消費拡大キャンペーン
父の日には牛乳（ちち）を贈ろう

５月25日、熊本県消防救助技術大会が開催され、
陸上の部・ロープブリッジ渡過で当町出身の石田宗一
郎さんが見事１位に輝きました。石田さんは、消防士
になり６年目、現在南部分署に勤務しています。8月
７日に東京都で開催される全国大会に熊本県代表とし
て出場します。「日頃の練習の成果を発揮し、よい結果
を出せるようがんばります。」と話していました。

熊本県消防救助技術大会・ロープブリッジ渡過
石田宗一郎さんが１位入賞

▲県代表として全国大会に出場する石田さん
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※入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10万円以上）

請負代金契約相手工 期工事
（業務委託）名

入札日及
び契約日担当課番号

1,680,000円㈱TRES平成24年４月27日～
平成25年３月22日

高森町バイオマス
活用推進計画策定
業務委託

４月27日政策
推進課1

1,281,000円
三伸システム
エンジニアリン
グ㈱

平成24年５月28日～
平成24年９月20日

高森町情報通信
基盤整備事業
基本設計業務委託

５月28日政策
推進課2

270,900円共立設計
株式会社

平成24年５月１日～
平成24年６月20日

村山地区水道管
新設工事設計
業務委託

５月１日建設課3

1,554,000円メタウォーター
㈱九州営業部

平成24年５月28日～
平成24年８月31日

高森ポンプ場
電気品改修業務５月28日建設課4

2,223,900円篠田モーターストヨタＶＯＸＹ４月20日総務課5

13,366,500円㈲安方工務店平成24年６月12日～
平成24年８月10日

高森町役場
庁舎１階
内部改修工事

６月12日総務課6

1,226,550円㈲原部塗装工業平成24年６月12日～
平成24年８月10日

高森町役場
庁舎１階
内部塗装改修工事

６月12日総務課7

胃がん検診他
一人あたり

4,536円

熊本県厚生農業
協同組合連合会

平成24年５月21日～
平成25年３月31日

平成24年度
健診業務委託契約５月21日健康

推進課8

大腸ガン検診
一人あたり

1,640円

医療法人
社団高野会
高野病院

平成24年５月21日～
平成25年３月31日健康診査委託契約５月21日健康

推進課9

一人あたり
6,700円

熊本県厚生農業
協同組合連合会

平成24年５月21日～
平成25年３月31日

平成24年度
特定健康診査業務
委託契約

５月21日健康
推進課10

一人あたり
7,160円

熊本県厚生農業
協同組合連合会

平成24年５月21日～
平成25年３月31日

平成24年度
後期高齢者
健康診査業務
委託契約

５月21日健康
推進課11

53,130,000円㈱スペック平成24年６月８日～
平成25年３月22日

地籍委第１号
地籍調査測量
業務委託

５月25日税務課12

町発注工事と業務委託契約状況 （平成24年４月15日～６月14日）



14 2012・7Takamori

住
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
明
け
が
待
ち

遠
し
い
今
日
こ
の
頃
、
ご
壮
健
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
町
で
は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
、
特
に
人
災

に
つ
い
て
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
地

域
の
方
々
の
協
力
、
消
防
団
の
協
力
、
行
政
（
役

場
）
職
員
に
よ
る
緊
急
班
体
制
の
確
立
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
６
月
も
公
務
を
中
心
に
約

１
０
０
回
程
度
の
日
程
を
こ
な
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
身
と
も
に

か
な
り
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
が
内

容
と
し
て
は
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

特
に
６
月

日
か
ら
韓
国
・
南
海
で
開
催
さ
れ

17

た
「
ア
ジ
ア
持
続
可
能
な
観
光
・
南
海
（
ナ
メ
）

国
際
大
会
」
に
て
、
日
本
を
代
表
し
て
本
町
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
高
森
町
の
計
画
の
紹
介
）

を
行
い
ま
し
た
。
国
際
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容

で
、
特
に
韓
国
の
郡
首（
日
本
で
例
え
れ
ば
市
長
）

さ
ん
、
多
く
の
団
体
、
住
民
の
方
々
の
「
お
も
て

な
し
の
心
」
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
は
、
①
熊
本
県
の
産
業

戦
略
の
中
心
が
阿
蘇
で
あ
る
。
②
阿
蘇
の
中
で
も

素
材
が
抜
群
な
南
阿
蘇
。
③
そ
の
南
阿
蘇
の
中
で

の
高
森
町
と
し
て
の
戦
略
…
主
に
こ
の
３
点
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
の
方
々
、
マ
ス
コ
ミ
等
々
を
含
め
て
「
阿

蘇
＝
高
森
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
印
象
づ
け
る
こ
と

は
出
来
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
光

フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と

が
国
際
交
流
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
痛
切
に
実
感
し
た
次
第
で
す
。

将
来
的
に
は
子
ど
も
達
の
交
流
を
含
め
、
修
学

旅
行
で
の
交
流
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
念
頭
に
お

い
た
「
ア
ジ
ア
各
地
と
の
お
つ
き
あ
い
」
を
定
着

さ
せ
、
そ
の
先
を
見
据
え
た
戦
略
を
練
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
と
い
う
国
家
が
大
き
く
変
動
す
る

「
消
費
増
税
法
案
」
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
私
た
ち
国
民
に
と
っ
て
は
大
変
な
事

態
で
す
。
昨
年
ま
で
は
「
消
費
税
の
議
論
が
始
ま

る
の
が
平
成

年
で
あ
り
、
導
入
は
早
く
て
も
平

25

成

年
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
（
政
権
交
代
時
の

28
公
約
で
あ
り
当
然
で
す
）。

そ
れ
が
ま
さ
か
？
…
時
の
政
権
が
「
国
民
の
生

活
に
直
面
す
る
公
約
」
を
破
棄
し
、
堂
々
と
「
消

費
増
税
あ
り
き
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
と
は

夢
に
も
思
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
も
、
１
年
前
に
出
し
た
政
策
集
は

「
消
費
税
は
あ
が
ら
な
い
こ
と
」
を
大
前
提
と
し

た
政
策
集
で
す
（
時
の
政
権
が
国
民
に
約
束
し
た

こ
と
で
す
か
ら
当
然
で
す
）。

つ
ま
り
、
私
を
含
め
、
他
の
地
方
自
治
体
も

「
施
策
・
戦
略
の
再
計
画
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
が
言
う
「
増
え
続
け

る
社
会
保
障
費
に
は
増
税
で
対
応
す
る
」
と
す
れ

ば
、
毎
年
１
兆
円
規
模
で
増
え
続
け
る
社
会
保
障

費
を
補
う
た
め
に
は
消
費
税
率
を
毎
年
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
是
非
の
議
論
は
横
に
置
き
、
要
す
る

に
国
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
平
成

年
４
月
か
ら
増

26

税
と
な
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
行
政
職
員
は
「
増

税
後
」
を
見
据
え
た
施
策
を
再
計
画
し
な
け
れ
ば

と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
７
月

日
に
は
「
阿

28

蘇
郡
市
消
防
操
法
大
会
」
が
高
森
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
高
森
町
で
の

開
催
が

年
に
１
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
消

12

防
団
の
気
合
も
相
当
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
と

は
住
民
の
皆
様
か
ら
の
熱
い
声
援
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
当
日
は
会
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

梅
雨
明
け
も
間
近
で
す
。
お
健
や
か
な
日
々
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

町長室 「
増
税
後
」
を
見
据
え
た

「
施
策
・
戦
略
の
再
計
画
」
の
重
要
性

熊
本
県
高
森
町

町
長

草
村

大
成

▲アジア持続可能な観光・南海国際大会で、
町のプレゼンテーションを実施

welcome!

第４回
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５月25日（金） 高森町商工会総会
５月27日（日） 高森町消防団ポンプ操法大会（町民グラウンド）
５月28日（月） 高森・竹田・高千穂地域鳥獣害防止総会、政策説明会（天神・上町）
５月30日（水） 熊本県浄化槽協会式典（熊本市）
５月31日（木） 政策説明会（旭通）
６月 １日（金） 高森町PTA連絡協議会総会
６月 ２日（土） 第22回阿蘇カルデラスーパーマラソン大会
６月 ４日（月） 社会福祉協会 ゲートボール大会、政策説明会（昭和）
６月 ５日（火） 高森町観光基本計画策定委員会・高森町観光基本計画策定検討作業部会
６月 ６日（水） 政策説明会（下町）
６月 ８日（金） 高森町議会第２回臨時会、政策説明会（横町）
６月11日（月） 地籍調査推進委員委嘱状交付式、政策説明会（村山）
６月13日（水） 省エネ・新エネ調査委員会
６月14日（木） 青少年育成町民会議総会・人権同和教育推進協議会総会
６月15日（金） 高森町防災会議・認定農業者の会総会
６月17日（日）～６月19日（火） アジア フェア・ツーリズム南海国際大会（韓国・南海）
６月20日（水） 報酬等審議会・南阿蘇畜協総代会・高森町消防団幹部会議

予算は１年間で２４万円です。（交際費の内の弔費分です。）

現在の残りの額は１９万８,０００円です。
お悔やみ

（平成24年度 ５月18日～６月15日）

備 考主な内容分 類金 額

香典代弔 費28,000円

（５月23日～６月20日）

●57回の公務・会議への参加の一部です。
●他、35回の準公務・政治活動への参加を行いました。

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は８８万２,０００円です。

町長交際費
（平成24年度 ５月30日～６月12日）

備 考主な内容分 類金 額日 時

ホテル日航熊本熊本県浄化槽協会総会祝 費10,000円5月30日

宮崎市高森高校陸上部 南九州大会出場餞 別30,000円6月12日
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

℡
６
２
９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

高
森
警
察
署

℡
６
２
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

阿
蘇
税
務
署

℡
０
９
６
７
２
２
０
５
５
１

本
格
的
な
梅
雨
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
万
が
一
、
水
害
が
発
生
し
た
場

合
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
水
害
に

対
す
る
心
が
ま
え
や
準
備
が
、
何
よ

り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
洪
水

対
策
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、

私
た
ち
自
身
の
日
頃
か
ら
の
備
え
で
す
。

心
が
け
て
お
く
と
役
立
つ
項
目
で
す
。

１

天
気
予
報
や
気
象
状
況
に
気
を
つ
け
る
。

２

非
常
食
や
持
ち
出
す
物
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

３

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
。(

地
区
ご
と
、
緊
急
・
災
害
時
に
避
難
す
る
場
所

学
校
、

)

集
会
所

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
避
難
場
所
が

ど
こ
な
の
か
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
へ
安
全
に
行
く
た
め
に

は
、
ど
う
行
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
普
段
か
ら
確

認
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

４

大
雨
に
備
え
て
家
の
ま
わ
り
を
点
検
整
備
し
て
お
く
。

５

市
町
村
、
消
防
署
、
水
防
団
な
ど
か
ら
の
警
戒
警
報
・

避
難
命
令
な
ど
に
は
速
や
か
に
従
う
。

６

避
難
す
る
時
は
、
み
ん
な
と
一
緒
に
行
動
す
る
。

７

持
ち
出
す
荷
物
は
な
る
べ
く
少
な
く
、
身
軽
に
動
け
る

こ
と
を
優
先
す
る
。

８

お
年
寄
り
や
子
供
を
優
先
し
、
落
ち
つ
い
て
行
動
す
る
。

平
成

年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

24
「
消
す
ま
で
は
、
出
な
い
行
か
な
い
離
れ
な
い
」

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

●
受
付
期
間

８
月
６
日
（
月
）
～
８
月

日
（
金
）

24

●
第
１
次
試
験

・
試
験
日

月

日
（
日
）

10

14

・
試
験
内
容

教
養
、
作
文

・
合
格
発
表

月
下
旬

10

●
第
２
次
試
験

・
試
験
日
（
体
力
）

月

日
（
土
）、

月

日
（
日
）

11

10

11

11

（
面
接
）

月

日
（
土
）
～

月

日
（
火
）

11

17

11

20

・
合
格
発
表

月
下
旬

11

●
受
験
資
格
（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
）

・

歳
～

歳
の
方

18

27

（
昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
）

60

・
警
察
官
Ａ
の
学
歴
要
件
に
該
当
し
な
い
方

●
警
察
官
Ａ
の
学
歴

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
平
成

年
25

３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
方
を
含
む
）

警
察
事
務

●
受
付
期
間

８
月
６
日
（
月
）
～
８
月

日
（
金
）

24

●
第
１
次
試
験

・
試
験
日

９
月

日
（
日
）

23

・
試
験
内
容

教
養
、
適
性

・
合
格
発
表

月
上
旬

10

●
第
２
次
試
験

・
試
験
日
（
作
文
）

月

日
（
土
）

10

20

（
面
接
）

月

日
（
土
）
～

月

日
（
日
）

10

27

10

28

・
合
格
発
表

月
上
旬

11

●
受
験
資
格

・

歳
～

歳
の
方

18

21

（
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
）

た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は

平
成

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
（
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格

25

が
あ
る
と
認
め
る
方
を
含
む
）
を
除
く
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
願
書
は
高
森
警
察
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

広
報
た
か
も
り
６
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
源
泉
所
得
税

の
納
期
の
特
例
と
納
付
」
の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
、
源
泉
所

得
税
の
納
期
の
特
例
制
度
の
７
月
～

月
に
源
泉
徴
収
し
た

12

所
得
税
の
納
付
期
限
に
つ
い
て
平
成

年
度
税
制
改
正
に
よ

24

り
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
前
】

【
訂
正
後
】

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
制
度

源
泉
所
得
税
の
区
分

１
～
６
月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

７
～

月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

12

納
付
期
限

７
月

日
10

翌
年
１
月

日
20

平
成

年
度

24

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

水
害
に
備
え
て

６
月
号
掲
載
記
事
内
容
の

訂
正
に
つ
い
て

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
制
度

源
泉
所
得
税
の
区
分

１
～
６
月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

７
～

月
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税

12

納
付
期
限

７
月

日
10

翌
年
１
月

日
10
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保
護
者
や
同
居
人
に
よ
る
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
」
が
極
め
て
深
刻
な

ほ

ご

し
ゃ

ど
う
き
ょ
に
ん

こ

ぎ
ゃ
く
た
い

き
わ

し
ん
こ
く

人
権
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

じ
ん
け
ん
も
ん
だ
い

虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
被
害
や
死
亡
事
例
を
な
く
し
、
子
ど
も
の

ぎ
ゃ
く
た
い

い
た

ひ

が
い

し

ぼ
う

じ

れ
い

こ

人
権
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
虐
待
に
気
づ
き
、

じ
ん
け
ん

ま
も

で

き

は
や

ぎ
ゃ
く
た
い

き

対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
い
お
う

ひ
つ
よ
う

虐
待
は
特
別
な
家
庭
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
家
庭
で
も

ぎ
ゃ
く
た
い

と
く
べ
つ

か

て
い

も
ん
だ
い

か

て
い

起
こ
り
う
る
問
題
と
し
て
、
社
会
全
体
で
虐
待
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

お

も
ん
だ
い

し
ゃ
か
い
ぜ
ん
た
い

ぎ
ゃ
く
た
い

こ

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
も

近
隣
の
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い

き
ん
り
ん

か

て
い

よ
う

す

と
思
っ
た
ら
児
童
相
談
所
・
役
場
住

お
も

じ

ど
う
そ
う
だ
ん
じ
ょ

や
く

ば

じ
ゅ
う

民
福
祉
課
の
担
当
窓
口
に
相
談
・
通

み
ん
ふ
く

し

か

た
ん
と
う
ま
ど
ぐ
ち

そ
う
だ
ん

つ
う

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
く

ね
が

◎
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

く
ま
も
と
け
ん
ち
ゅ
う
お
う

じ

ど
う
そ
う
だ
ん
じ
ょ

-
-

℡
０
９
６
３
８
１
４
４
５
１

◎
高
森
町
役
場

た
か
も
り
ま
ち
や
く

ば

住
民
福
祉
課

福
祉
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

ふ
く

し

か
か
り

-

℡
６
２
１
１
１
１

（
内
線
１
３
２
）

な
い
せ
ん

第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶養され
ている20歳以上60歳未満の配偶者は、第３号被保険者として国民年金に
加入することになります。加入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由し
て行うことになります。
なお、国民年金保険料は、第２号被保険者の加入している年金制度が負担
しますので、ご自分で納める必要はありません。
※第３号被保険者に該当したとき以外に、第２号被保険者が転職や退職した
とき、住所に変更があったときにも届出が必要です。

住
民
福
祉
課

人
権
同
和
啓
発
係

じ
ゅ
う
み
ん
ふ
く

し

か

じ
ん
け
ん
ど
う

わ

け
い
は
つ
か
か
り

子
ど
も
の
虐
待
①

こ

ぎ
ゃ
く
た
い

あ
な
た
の
気
づ
き
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す

き

こ

ま
も

虐
待
か
も
…
と
気
づ
い
た
ら

ぎ
ゃ
く
た
い

き

相
談
・
通
告
を
お
願
い
し
ま
す

そ
う
だ
ん

つ
う
こ
く

ね
が

■お問い合わせ先 住民福祉課福祉係 ℡６２−１１１１（内線１３３）

国民年金だより

第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３号号号号号号号号号号被被被被被被被被被被保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険者者者者者者者者者者のののののののののの届届届届届届届届届届出出出出出出出出出出ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい第３号被保険者の届出についててててててててててて第３号被保険者の届出につい第３号被保険者の届出についてて

届出先被保険者種別こんなとき

高森町役場第３号→第１号
・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が65歳になったとき

勤務先第３号→第２号・本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金や共済
組合に加入したとき

第２号被保険者の勤務先
第３号→第３号

（種別は変わりません
が届出は必要です）

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金
制度が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

第２号被保険者の勤務先・本人の住所が変わったとき
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○
第
１
次
試
験
日

平
成

年
９
月

日
（
日
）

24

16

○
第
１
次
試
験
地

熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校

（
阿
蘇
校
舎
）

○
受
付
期
間

平
成

年
７
月

日
（
月
）
～
８
月

24

23

日
（
金
）
ま
で

10午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

30

（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
試
験
の
合
格
者
は
、

月
（
予
定
）
に
２
次
試
験

11

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

総
務
課

人
事
係

-
-

℡
０
９
６
７
２
４
５
１
１
１

熊
本
県
で
は
、（
財
）
く
ま
も
と
テ
ク
ノ
産
業
財
団

に
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材

育
成
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま

も
と
」
で
、
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関
す
る
講

座
、
講
演
会
や
助
成
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
】

◎
企
業
等
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や
講
座
を
紹

介
し
ま
す

◎
社
員
教
育
の
た
め
に
必
要
な
技
術
や

技
能
の
指
導
者
を
紹
介
し
ま
す

◎
社
員
や
生
徒
、

学
生
に
見
せ
た
い
専
門
的
な
現
場
や
他
企
業
の
工
場

見
学
等
を
仲
介
し
ま
す

◎
人
材
の
斡
旋
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
ご
相
談
窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を
紹

介
し
ま
す

■
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も

http://w
w
w
.km
t-ti.or.jp/job

と
」

/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
９
６
２
８
６
３
４
２
１

平
成

年
度

阿
蘇
広
域
行
政

24

事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に

関
す
る
ご
相
談
、
お
受
け
し
ま
す

固定資産税第２期の納期限は７月31日（火）です。／高森町役場 税務課

受験資格職務内容採 用
予定人数職 種区 分

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに
生まれた方

事務部局に所属し、
一般事務全般に従
事します。

２人程度一般事務高等学校
卒業程度

昭和52年４月２日以降
に生まれた方で、管理栄
養士の資格を有する方

事務部局に所属し、
老人ホームに勤務
し、栄養指導全般
に従事します。

１人程度管理栄養士資格免許職

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに
生まれた方

消防署に勤務し、
消防業務全般に従
事します。

５人程度消 防高等学校
卒業程度
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７
月

日
～

日
は
肝
臓
週
間
で
す
。
検
査
を
一

23

29

度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検
査
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
の
で
、
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
７
月

日（
月
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

23

12

～
５
時

○
７
月

日
（
火
）
午
前
９
時
～

時

24

12

○
７
月

日（
水
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

25

12

～
５
時
、
午
後
５
時
～
７
時

○
７
月

日（
木
）
午
前
９
時
～

時
、
午
後
０
時

26

12

～
５
時

○
７
月

日
（
金
）
午
前
９
時
～

時

27

12

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
保
健
所

-
-

℡
０
９
６
７
３
２
０
５
３
５

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

実
施
し
ま
す

６月３日、根子岳老人クラブ（高倉静也会
長）が大戸の口から高森温泉館前と農免道路
周辺にかけて清掃活動を行いました。これは、
昨年から年４回、「町がきれいになるように」
と行われているもので、朝から草刈り機や竹
ほうきを手に作業を実施しました。作業後は
スッキリした景観を取り戻しました。会員の
みなさん本当におつかれさまでした。

根子岳老人クラブ
奉仕活動で町をきれいに

６月10日、わかば会（大和靖夫会長）が
ボランティアで湧水トンネル公園内の清掃活
動を実施しました。公園内のすみずみをまわ
りゴミをひとつひとつ拾っていきました。暑
い日差しの照りつける中での大変な作業でし
たが、この活動のおかげで、清々しい景色に
なりました。会員のみなさん本当におつかれ
さまでした。

わかば会
湧水トンネル公園内を
ボランティアで清掃
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○
職
種

事
務
局
長

○
募
集
人
員

１
名

○
業
務
内
容

熊
本
県
阿
蘇
郡
市
及
び
上
益
城
郡
山

都
町
の
８
市
町
村
が
地
域
振
興
、
観
光
振
興
、
環

境
・
景
観
保
全
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
設
立

し
た
（
財
）
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

の
事
務
局
長
と
し
て
、
阿
蘇
地
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
き
な
が
ら
時
代
に
応
じ
た
事
業
を
行

い
、
人
材
の
育
成
・
研
修
な
ど
の
業
務
に
従
事
し

ま
す
。

○
応
募
資
格

高
卒
以
上
（
地
域
づ
く
り
、
観
光
振

興
、
環
境
・
景
観
保
全
関
係
業
務
の
経
験
が
あ
る

方
、
要
普
通
自
動
車
免
許
）

○
勤
務
地

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

○
給
与

年
６
０
０
万
円
～
８
０
０
万
円
（
諸
手
当

及
び
賞
与
含
む
）

○
待
遇

社
会
保
険
完
備
、
週
休
二
日
制
、
年
次
休

暇
あ
り

○
応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
り
付
け
）、
こ
れ
ま

で
に
実
践
し
て
き
た
地
域
づ
く
り
、
観
光
振
興
等

に
つ
い
て
の
職
歴
、
経
験
に
関
す
る
記
載
記
事
、

論
文
等
が
あ
れ
ば
添
付
。

小
論
文
「
阿
蘇
の
自
然
と
地
域
振
興
」（
Ａ
４
縦
、

横
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
、
２
，
０
０
０
字
以
内
、
手

書
き
不
可
）
を
郵
送

※
書
類
返
送
の
た
め
返
送
先
住
所
が
わ
か
る
も
の
を

同
封
。

○
応
募
期
間

平
成

年
７
月
１
日
～
７
月

日

24

31

（
平
成

年
７
月

日
消
印
有
効
）

24

31

○
第
一
次
審
査

８
月
中
旬

○
第
二
次
審
査

８
月
下
旬
（
面
接
、
発
表
会
の
ほ

か
体
験
審
査
を
実
施
）

○
採
用
決
定

９
月
上
旬

○
採
用
開
始

平
成

年

月
１
日

24

10

○
採
用
期
間

３
年
（
３
年
経
過
後
は
１
年
ご
と
に

再
任
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

〒
８
６
９
２
６
１
２

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
４
０
２
（
熊
本
県
阿
蘇
総
合
庁
舎
内
）

-
-

℡
０
９
６
７
２
２
４
８
０
１

０
９
６
７-

２
２-

４
８
０
２

FAX

e-m
ail

info@
asodc.or.j

：

p

財
団
法
人
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
募
集

係

○
河
川
に
ゴ
ミ
・
草
・
枝
な
ど
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
○
下
流
に
ゴ
ミ
が
堆
積
し
て
い
ま
す

○
海
に
流
れ
た
ゴ
ミ
が
砂
地
を
覆
っ
て
貝
が
窒
息
し

て
い
ま
す

○
漁
業
者
が
困
っ
て
い
ま
す

○
ゴ
ミ
で
船
が
故
障
し
ま
す

（
財
）
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
募
集

河
川
に
ゴ
ミ
・
草
・
枝
な
ど

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

国民健康保険税第３期の納期限は７月31日（火）です。／高森町役場 税務課

アサリやハマグリは
窒息死してしまいます

下流に漂着した
ゴミ・ゴミ・ゴミ…
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京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
年
）
に
大
学
初
の
火
山
研
究
所
と
し
て

南
阿
蘇
村
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
約

年
に
わ
た
り

84

阿
蘇
火
山
を
主
と
す
る
火
山
の
研
究
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
を

広
く
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今

年
も
一
般
見
学
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
見
学

会
で
は
、
火
山
の
最
前
線
で
研
究
を
続
け
て
い
る
研

究
者
た
ち
が
、
阿
蘇
火
山
の
噴
火
過
程
や
マ
グ
マ
だ

ま
り
の
存
在
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
最
先
端
の
研
究
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

○
日
時

７
月

日（
日
）、
午
前
９
時

分
～
午
後

29

30

４
時
ま
で

○
開
催
場
所

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

※
団
体
（

名
以
上
）
お
こ
し
の
方
は
、
事
前
に
連

10

絡
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
参
加
費

無
料
・
駐
車
場
有

○
ポ
ス
タ
ー
展
示
（
約

点
）・
解
説

30

○
大
型
地
震
計
な
ど
の
観
測
機
器
の
展
示
及
び
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

○
子
供
向
け
実
験
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

○
特
別
講
演
予
定

京
都
大
学
教
授
・
大
倉
敬
宏
先
生

午
前

時
～

10

タ
イ
ト
ル
「
阿
蘇
山
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
（
仮

題
）」

九
州
大
学
教
授
・
藤
原
恵
洋
先
生

午
後
３
時
～

タ
イ
ト
ル
「
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
物
に
つ
い

て
（
仮
題
）」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
９
６
７
６
７
０
０
２
２

０
９
６
７-

６
７-

２
１
５
３

FAX

ま
た
た
く
間

夢
幻
の
喜
寿
の
宴

金
欠
病

嬶
貰
う
な
ら
喰
わ
せ
な
ん

遅
い

ド
ナ
ー
か
ら
心
臓
の
来
ん

や
が
て
梅
雨

押
入
れ
に
風
入
れ
と
こ
う

遅
い

涙
も
涸
る
る
拉
致
家
族

ま
た
た
く
間

帰
省
の
孫
と
も
う
別
れ

ま
た
た
く
間

あ
の
頃
君
は
若
か
っ
た

た
ん
べ
ん
に

あ
た
は
誰
か
と
聞
き
な
は
る

感
謝
感
謝

医
者
と
程
々
つ
き
合
う
て

や
っ
と
春

子
連
れ
で
良
か
と
言
わ
し
た
つ

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

第

回

京
都
大
学
火
山
研
究

12
セ
ン
タ
ー

一
般
見
学
会
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こ
れ
ら
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

次
の
項
目
が
分
か
り
ま
す
。

○
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
有
無

○
生
活
習
慣
病
予
備
群
で
あ
る
か
ど
う

か
○
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
な

ど
）・
心
疾
患
（
狭
心
症
・
心
筋
梗

塞
な
ど
）・
腎
不
全
な
ど
を
引
き
起
こ

す
危
険
因
子
の
状
態

○
動
脈
硬
化
に
よ
る
血
管
変
化
の
予
測

生
活
習
慣
病
や
危
険
因
子
の
悪
化
は

自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
た
め
、
検
査

無
し
で
の
発
見
は
難
し
い
で
す
。
気
づ

か
な
い
ま
ま
長
期
間
放
置
し
て
い
る
と
、

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
血
管
疾
患

な
ど
生
命
を
脅
か
す
病
気
に
繋
が
り
ま

す
。し

か
し
、
健
診
を
受
診
し
、
早
期
発

見
が
で
き
れ
ば
食
事
や
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
の
改
善
に
早
く
か
ら
取
り
組
む

こ
と
で
、
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。現

在
、
通
院
・
治
療
中
で
定
期
的
な

検
査
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、
特
定

健
診
に
あ
る
検
査
項
目
が
含
ま
れ
て
い

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
必
ず
特
定
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

特
定
健
診
受
診
ででででででででででででででででででででででで

なななななななななななななななななななななな
にににににににににににににににににににににに
がががががががががががががががががががががが
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
のののののののののののののののののののののの

な
に
が
わ
か
る
の
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
に
非
常
に
有
効
で
す
。

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
検
査
が
実
施
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
病
気
を
発

見
・
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

特定健診の健診項目

健診で発見できること健診項目

身体の大きさ
身長

身体測定
体重

動脈硬化の
危険因子
（血管への
影響因子）

BMI

内臓脂肪の蓄積

腹囲
AST（GOT）

肝機能 ALT（GPT）
γ―GT

（γ―GTP）

血管の傷み
血 圧
尿 酸

脂質異常

中性脂肪

脂質
ＨＤＬ

コレステロール
ＬＤＬ

コレステロール

糖尿病

血糖値
インスリン
抵抗性

ヘモグロビン
A1c
尿糖

腎臓病血管変化
尿蛋白

腎機能
クレアチニン
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▼
６
月
か
ら
７
月
は
じ
め

の
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ

る
局
地
的
に
降
る
大
雨
。

災
害
な
ど
の
事
態
に
陥
ら

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が

『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
』
と
い
う
言
葉
の
と
お

り
日
頃
の
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
防

災
マ
ッ
プ
の
確
認
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
早
め
の
避

難
を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ

さ
い
。

℡096-292-2250のむら内科クリニック7月15日

℡68-0111阿 蘇 立 野 病 院7月16日

℡62-0378寺﨑内科胃腸科クリニック7月22日

℡62-3351南郷谷整形外科医院7月29日

℡67-1777渡 邊 内 科8月5日

℡67-0019後 藤 医 院8月12日

◎診療は午前9時から午後5時まで
休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅休日在宅医医医医医医医医医医医

御遺族年 齢死亡者住 所

草村トシ子76草村 秀章野 尻・倉 地

川部 都43川部 勝太高 森・旭 通

河野 敏博66河野 道子高 森・天 神

岩下アヤ子96岩下 實子色 見・山 鳥

濱崎 徳子65甲斐 鈴子草 部・宮 原

岩下 雅文60岩下 俊司高 森・ 森

瀬井 浦江89瀬井 澄任高 森 町

2012年５月受付分（敬称略）

猿7月15日～8月12日分

●
７
月

日（
月
）～

日（
土
）

16

28

高
森
町
住
民
健
康
診
査
（
町
内
各
会
場
）

●
７
月

日（
火
）

17

役
場
支
払
日

●
７
月

日（
火
）～

日（
金
）

17

20

３
種
混
合
予
防
接
種
（
町
内
各
医
院
）

●
７
月

日（
水
）

25

役
場
支
払
日

●
７
月

日（
金
）

27

年
金
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

時

10

15

●
７
月

日（
土
）

28

阿
蘇
郡
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
／
９
時
～

●
７
月

日（
日
）

29

ヤ
マ
メ
つ
か
み
取
り
大
会
（
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
）

●
８
月
１
日（
水
）

法
律
相
談
、
土
地
・
建
物
相
談
（
芙
蓉
館
）
／

時
～

時

13

15

●
８
月
６
日（
月
）

献
血
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
９
時

分
～

30

役
場
支
払
日

●
８
月
７
日（
火
）

身
体
障
が
い
者
相
談
（
芙
蓉
館
）
／
９
時
～

時
12

３
歳
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時

分
～

13

30

●
８
月

日（
金
）

10

６
か
月
児
健
康
相
談
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

10

３
か
月
児
健
診
（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／

時
～

13

●
８
月

日（
水
）

15

役
場
支
払
日

７
月

日
16

～
８
月

日
15

まちの人口
人口／７，１６０人（－ １）
男性／３，４１０人（－ ２）
女性／３，７５０人（－ ３）
世帯／２，８３６戸（＋ ７）

平成24年5月30日現在

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
岩下 雅文 瀬井 浦江
岩下 伸次
［一般寄付］
アジアンスポーツプロモーション
高森町民生児童委員協議会

●広報送料寄付（敬称略）
熊谷 泰弘（熊本市春日）
田上 満則（上益城郡益城町）

愛の
ご寄付

お
く
や
み

も
う
し
あ

げ
ま
す

編
集
後
記
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▲表敬訪問した選手のみなさん

６月１日から４日にかけて、熊本県民総合運動公園陸上競技場を会場に「第65
回熊本県高校陸上競技対抗選手権大会」が開催され、出場した高森高校陸上部は
100m（４位）、200m（４位）、４×400mリレー（６位）の３種目で優秀な成
績をあげ、南九州陸上選手権への切符を手にしました。６月６日に草村大成町長を
表敬訪問した選手たちは、笑顔で結果を報告しました。

１００N・２００N
楢木野聖城（高森中出身）

̐ʷ̐００NϦϨʔ
上田 輝（白水中出身）
髙岡 建悟（蘇陽中出身）
村上 芳樹（清和中出身）
大谷 健介（高森中出身）
甲斐 竜斗（高森中出身）
後藤 陽彦（白水中出身）

ސ 
上田 晃裕

選手紹介（敬称略）

第65回全九州高等学校陸上競技選手権大会

南南九州地区予選大会の結南九州地区予選大会の結果果
６月14日～17日に宮崎市で開催された南九州大会の結果

記 録順位出場種目性別氏 名

11秒20４位100m準決勝男子楢木野聖城

３分20秒70７位４×400m決勝男子
上田 輝
楢木野聖城
村上芳樹
髙岡建悟
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